
 学校番号 1202 

令和２年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新詳地理Ｂ」（帝国書院） 

副教材等 「標準高等地図－地図でよむ現代社会－」（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

人間の生活舞台である地球表面の理解からはじめ、地形や気候などの自然環境の違いがさまざま

な文化の違いを生み出していることを系統的に学習する。地図の見方を学んで、地理情報として活

用する技術を身につける。 

世界のさまざまな地域や国々の文化の違いを事例に即して学び、文化の交流が新しい文化を生み

出し人間生活を豊かにしている反面、異なる文化の対立が容易には解消できない現状も理解する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・系統地理と地誌の双方からのアプローチによって、現代世界の地理的認識を深める。 

・課題の探求を通じて、地理的な見方・考え方を養うとともに、地理情報と地図の活用に関する技

能を身につけ、自然環境と人間生活のかかわりを考察する。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地球全体の視野から

現代世界のあり方を

大きく捉え、その中か

ら各地域や国家のお

かれている現状を知

ろうとする。 

現代世界の諸課題を

地理的観点から考察

し、国際世界を公正に

理解し、その結果を正

確に表現する。 

地図やデータなど地

理的情報を読み解く

力やそれらを活用し

て主題図の作成やテ

ーマに沿った発表が

できる。 

系統地理の用語を正

確に理解し、また世

界の地誌的な知識を

増やし思考を深める

ことができている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

ワークシート 定期考査 

ワークシート 

ノート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

地
理
情
報 

 

・地図記号を理解し、読図や

作図等の作業を行う。 

○ ○ ○  a:意欲的に取り組む 

b:地図の読み取りを正しく行

っている 

c:資料を適切に活用している 

 

授業観察 

発問評価 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ノート 

１
学
期 

自
然
環
境 

・地形や気候などを学び、人

間生活との関係を考える。 

○ ○  ○ a:意欲的に取り組む 

b:大地形・小地形・気候区分を

詳細に考察している 

 

d:知識を身につけている 

授業観察 

発問評価 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ノート 

２
学
期 

資
源
と
産
業 

・偏在する資源の分布や移動

から、各地域の関係を考え

る。 

○ ○ ○ ○ a:意欲的に取り組む 

b:貴重な資源の分布や利用に

ついて正しく考察している 

c:資料を適切に活用している 

d:知識を身につけている 

授業観察 

発問評価 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ノート 

２
学
期 

世
界
の
諸
地
域 

・世界の諸地域を地誌的に詳

しく学ぶ。地域相互の共通性

や相違に気づく。 

 

○ ○  ○ a:意欲的に取り組む 

b:自然環境や文化の違いを正

しく考察している 

 

d:知識を身につけている 

授業観察 

発問評価 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ノート 

３
学
期 

世
界
と
日
本 

・日本と世界の関係をさまざま

な観点から考察し、日本が置

かれている現状を知る。 

○ ○  ○ a:意欲的に取り組む 

b:現代の日本の置かれている

位置や課題を正しく考察して

いる 

 

d:知識を身につけている 

授業観察 

発問評価 

提出ﾌﾟﾘﾝﾄ 

ノート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料の活用      d:知識・理解 

 

 ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 

 


